
日本看護診断学会 学術活動委員会主催 研修会

ADL（日常生活活動）介助
看護実践の根拠に「看護理論」を活用しよう

記録や指導ができるようになるための研修

「できる」「できない」の判断は、どうしていますか。
ＡＤＬの介助は、やりすぎ（過剰）・やらなさすぎ（不足）でもいけません。
その判断の根拠は？
⚫ 看護補助者の方に介助の依頼をする時、専門的視点を基盤とした看護

判断を根拠に依頼していますか。
⚫ 看護サマリーにADLの情報を記載する時、看護診断「セルフケア不足」

を用いていますか。
よく遭遇する事例を振り返りながら、ＡＤＬのアセスメントを客観的に行う
「看護理論」を一緒に学びましょう！

⚫ 日時 ① 2023年11月25日（土）13:30～16:00
② 2024年 1月20日（土）13:30～16:00

＊①と②は同じ内容です
⚫ 場所 東京慈恵会医科大学 西新橋校舎2号館 アクセスは裏面

① 2号館803会議室 ② 2号館1403会議室
【プログラム】
ミニ講義：看護理論について 佐藤正美（東京慈恵会医科大学）

看護診断「セルフケア不足」の背景理論について
本田裕美（東京医科大学病院）

小グループ演習：ファシリテーターを佐藤正美,本田裕美の他、
石川ふみよ（上智大学）、長家智子（第一薬科大学）が担当

発表とディスカッション

募集人数：各回30名（先着順）
参加費：会員無料，非会員2,000円
申込方法：右下のQRコード/下のURLから申し込んでください。

https://forms.gle/w9gXGVPA3VwJp5uT7

申し込み期間
① 8月上旬～11月22日（水）正午（先着順）
②10月上旬～ 1月17日(水）正午(先着順）

問い合わせ先 本田裕美 hondy@tokyo-med.ac.jp
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